
 

 

 

点滴穿石 

校 長   
 

2024年の始まりは、大きな災害や事故が起こり、災害への備え、命の大切さ、そして、今の自分にでき

ることなどについて考えることとなりました。亡くなられた方々やそのご家族に心よりお悔やみ申し上げま

すとともに、被災された方々へお見舞いを申し上げます。心を痛める 2024年のスタートでしたが、拝志小

学校の子どもたちと笑顔で始業式を迎えられたことは、私にとって何よりの喜びでした。 

さて、今年の冬休みに、私は久しぶりに書き初めをしました。30枚ぐらいは書いたでしょうか。何枚も何

枚も書いていくうちに、とても心が落ち着いてきました。 

始業式では、その書き初めに書いた文字「点滴穿石」の話を以下のようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は辰年です。干支の中で辰（龍）だけが架空の動物ですが、龍は古くから、神聖で強力な存在と

され、縁起のよい生き物とされていたそうです。信用、強さ、活力などを表すともいわれます。「力強さ」や

「成功」を象徴し、新たな始まりやチャンスの年として期待されている年だそうです。拝志小学校のみなさ

んが、新たな始まりやチャンスをとらえて、さらに成長していくことを願っています。 

 

＜書き初め＞ 

１月の第１週～２週にかけて、３～６年生は書き初めに取り組みました。地域の方にゲストティーチャーと

して来ていただき、子どもたちにアドバイスをしてもらいました。子どもたちは、いただいたアドバイスを基

に、一文字一文字心を込めて書きました。初めて書き初めに挑戦した3年生は、書き初め用の半紙大きさ

や文字数に戸惑いながらも、集中して書き上げました。４～６年生は、今まで学習したことを生かし、バラン

スや字形に気を付けて書きました。どの学年もとてもすばらしい作品を仕上げていました。 
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点滴とは、水のしずくを表しています。穿石とは、石に穴をあけることです。 

水滴も同じ位置にぽとんぽとんと落ち続ければ、いずれ硬くて大きい石にも穴をあけることがで

きるという意味からきています。 

どれだけ小さな力でも、粘り強く継続していれば、大きな仕事を成し遂げられるという意味です。

小さな水滴一つには、石を砕くほどの大きな力はありません。しかし長年落ち続けることで、岩の表

面が徐々に削れていき、いずれ砕けることから転じてできた四字熟語です。 

点滴穿石は、継続することの大切さを教えてくれます。 

例えば、「毎日 5分だけでも読書をする」「5分だけでもなわ跳びの練習をする」そうすると一週

間では 30分以上の読書量や練習量になります。 

みなさん一人一人が、どんな小さなことでもいい加減にしないで大切にしていくことで、できるこ

とや上手になることが増えて、とても大きな喜びが得られるようになることを願って、この言葉を書き

ました。 



＜スキー教室＞ 
 １月 16日（火）に、６年生が上林小学校の６年生の友達と一緒に、久万スキーラ

ンドに行き、スキーを体験しました。今年は、暖冬のため雪の具合が心配されました

が、当日のコンディションは良好！講師の方の話をしっかり聞きながら練習すること

で、全員が上手に滑ることができるようになりました。卒業の日が少しずつ近づいて

きていますが、また一つ楽しい思い出ができたようです。 

＜なわとび集会＞ 

 １月25日になわとび集会が行われ、各学年２種目挑戦しました。

どの学年も最後まで跳び続けようと一生懸命取り組みました。終

わりには各学年のなわとび名人が技を披露してくれました。たく

さんの高度な技を見た低学年からは、「ぼくもできるようにない

たい。」「やり方を教えてもらおう。」と、いった声が上がりま

した。これからも体力つくりを頑張ろうという思いを高めました。 

＜冬休みの思い出＞ 

今年の冬休みは新型コロナウイルス感染症が５類になったこともあり、旅行に出掛けたり、遠くに住む

親戚と会ったりするなど楽しく過ごすことができたようです。学校でも冬休みの思い出を楽しそうに話して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校は、保護者の皆様のご協力により、校区の全家庭に学校だよりを配付しています。学校だよりについてご意見やご

要望がございましたら、下記までご連絡ください。 

 〒791-0222 東温市下林甲１５８５番地 ℡964-2015 fax964-3033＜担当：教頭＞ 

★ 拝志小学校ホームページ＜https://haishi-e.esnet.ed.jp/＞ 

（「拝志小日記」を毎日更新しています。子どもたちの活動の様子をぜひご覧ください。） 

 

ぼくは、父と兄の三人で、久万ス

キーランドに行きました。ぼくはスキ

ーをしました。一緒にリフトで上に

登ってすべりました。少しこけたけ

ど、上手にすべることができまし

た。途中で、ポテトを食べました。と

てもおいしかったです。また行きた

いです。（６年 児童） 

  ひいおばあちゃんのおうちでおもち

を作りました。熱かったけど、頑張って

丸めました。おもちは、白いおもちとき

なことよもぎを作りました。できたての

おもちは温かくてふわふわしておいし

かったです。手は真っ白になっておもし

ろかったです。（1年  児童） 

大晦日に、おばあちゃんの家で

いとことお泊まりをしました。みんな

でゲームをしました。年越しそばが

とてもおいしかったです。元旦に

は、お年玉をもらえてうれしかった

です。いっぱい遊んで楽しかったで

す。２０２４年はサッカーと走ること

を頑張ります。（２年 児童） 

１月に出雲大社松山分祠に行

きました。最初に手を洗い、二礼四

拍手一礼して、拝みました。次に、

おみくじをひきました。末吉でした。

「勉強に力をいれましょう。」と書い

てあったので、２０２４年は、勉強を

頑張ります。（３年 児童） 

私は松山城に家族で初日の出

を見に行きました。朝早かったの

で、すごく寒くて、息も真っ白でし

た。なかなか日が昇らないのであ

きらめかけたとき、やっと日の出に

なりました。初日の出はとてもきれ

いでした。（４年 児童） 

私はこの正月、久しぶりにおもちつ

きをしました。とてもうれしかったで

す。お米を洗ったり、おもちを丸めた

りするのは楽しかったですが、お米

が３０ｋｇもあったので洗うのがとても

大変でした。来年はいとこといっしょ

にしたいです。（５年 児童） 


